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§１．研究成果の概要 

 

本研究のねらいは，「人とマイクロ世界のインタラクション技術の開発」であり，高速ミラーを用い

た高速視線移動により広域顕微鏡画像の実時間撮影を行う視野拡張顕微鏡撮影システムを整備

し，視野拡張顕微鏡を基盤としたマイクロ世界の情報を人へ提示するインタフェースの開発を実施

している． 

2019 年度までに開発したマイクロ世界の画像提示システムは，高解像度画像と広範囲画像の

提示を両立するものであった．2020 年度は，マイクロインジェクション等の微細操作において，奥

行き方向の視認性が悪いという問題を解決すべく， 3 次元画像を実時間で提示するマイクロマニ

ピュレーションシステムの開発を行った． 
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